
１.はじめに

高橋（1962）は,1828年９月17日～18日（旧暦文政

十一年八月九日～十日）に来襲したいわゆるシーボル

ト台風（根本（1961）による命名,「子年の大風」と

も呼ばれる）を「過去300年間の最強の台風」と呼ん

でいる.以下に詳述するように,この台風による災害

は死者が１万人を,家屋の全半壊戸数は10万戸を超え

ている.この被害は死者については伊勢湾台風の２倍

を超え全半壊戸数はほぼ匹敵する大きさとなってい

て,記録に残っている日本の風水害史上では最大であ

り,また津波や旱魃害を別にすれば自然災害の範疇に

広げても非常に大きな災害の一つに数えられる.実

際,田口（1939）や荒川ほか（1961）編纂になる日本

気象史料や日本高潮史料に集録された古文書には各地

の被害の様子が詳細に記されている.

地球温暖化の進行に伴って今後台風が強力になるこ

とが懸念されている（IPCC2007など).その意味

で,過去の顕著な台風において何を原因にしていかな

る被害が生じたのか,を明らかにしておくことは重要

であると思われる.台風によって起こった現象や災害

は想定の範囲のものなのかを理解し災害経験を伝承す

ることは重要であると同時に気候変化と台風の関係等

を理解する上でも,歴史上の台風災害の再現を進める

ことは必要であろう.

しかし顕著な災害をもたらしたシーボルト台風につ

いて,現在まで行われてきた科学的研究は極めて限ら

れている.永山（1954）はシーボルトが日本滞在中に

行った気象観測を紹介する中で同台風の接近時に気圧

観測を行っていたことに触れているほか,高橋

（1962）は,被害と台風の勢力について考察してい

る.また,饒村（1986）はその著書で測器による観測

が始まる前の顕著な台風の例として取り上げている.
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近年,三上（2000）は,日蘭交流400周年記念国際シ

ンポジウムにおいてオランダ王立気象研究所で発見さ

れたシーボルトが残した気象記録をもとに,シーボル

ト台風通過時の気圧変化を再現している.その中で

シーボルトは同台風の通過前後に１日３回気圧観測を

実施していたことを示している.

これらの研究のうち,高橋（1962）は家屋の全壊家

屋数と最低気圧との相関が高いことなどからシーボル

ト台風の強さを中心気圧900mb,最大風速50m/s,最

大総降水量300mmと推定したが,同台風は推定の元

になる被害と物理量の関係を示した災害表の適用範囲

の外にあるため信頼度は高くないと考えられる.ま

た,この推定には永山（1954）が述べたシーボルトの

観測結果は利用されていない.財城ほか（2002）は,

気候研究のため当時の長崎出島でのシーボルトの気象

観測を評価して,気圧データの信頼度,バイアス等を

調べている.以下に示すように,これらの結果に基づ

く気圧の観測データと古文書から推定される台風の経

路を利用すれば,高橋（1962）の台風勢力の推定精度

を向上させることが可能である.

以下本論文では,従来注目されていなかった古文書

等も利用してシーボルト台風による被害実態を明らか

にし,次に台風経路,勢力推定を試みる.この推定を

もとに台風通過時に生じた高潮の再現計算を行って,

古文書に記述された被害と比較する.最後に推定した

台風経路や勢力の精度について議論を行う.

２.シーボルト台風に関する資料について

上で述べたように,日本気象史料や日本高潮史料に

は歴史上の台風について多くの古文書が集録されてい

るが,シーボルト台風に関しては日本高潮史料は日本

気象史料を包含するとともに,より広範な資料が加

わっているので,以下日本高潮史料を解析に使用す

る.また,佐賀県史や佐賀市史には当時の藩の体制や

人口等背景となる情報が記されているほか,佐賀県内

の市町が作成している「市町史」の資料には各地の江

戸時代末期の状況,特に干拓状況とその被災状況など

も記されており参考にした.日本高潮史料を編纂した

荒川秀俊は著書「災害」（荒川ほか 1985）の中で「文

政十一年の九州の大暴風雨」という項を設けて,日本

高潮史料には掲載されていない史料（九州路大風雨荒

廃記）に基づいて,北部九州の各藩の被害状況を記述

している.

今回,新資料として「前代未聞実録記」を参考にし

た.これは国史研究会（1917）が刊行した「浮世の有

様」に集録されているものである.大阪の商人が陶器

の売買に関わる用件で文政十年八月より翌十一年まで

佐賀市本庄町に逗留して子年の大風に遭遇し,その

「有様」を記録したものある.災害の現場にあって詳

細に記録されており,以下に見るように被害推定に有

用であった.

また,従来注目されていなかった三日月町史（岩松

1985）には佐賀藩内の被害の基になる資料が掲載され

ており,今回その原典（佐賀藩御蔵方・御相続方資

料）に遡って被害実態の調査に使用した.付録A第

A1図にその資料の表題部,怪我人・死人等の部,最

後の部分及びその解読文を示す.

３.シーボルト台風による被害について

本節では佐賀藩及び北部九州について,古文書から

推定した同台風による被害を記述する.なお,高潮害

については本節では概略を示すこととし,６節におい

て数値計算結果との比較を行いつつ詳述する.

3.1佐賀藩の死者とその他の被害について

日本高潮史料には,佐賀藩について1,000人を超え

るような死者を記述した文献が３種類出てくる.

(1)宝暦現来集から松平肥前守（鍋島斉直）が届け出

た数字として,

一、横死人七千九百一人、

一、溺死人百十五人、

一、溺死人二千二百六十九人、

とあり,計10,285人となる.溺死の項が２度現れる

が,２番目の数字は次の(2)の文書の焼死の数字と

ほとんど同じなのでは焼死の誤りと思われる.

(2)鍋島直正公伝に基づき（元は古賀穀堂の「清風楼

紀聞」によるもの.同じ数値であることを確認して

いる）

一、溺死 二千二百六十六人也

男千五百八十二人也 女六百八十四人也

一、横死 七千九百一人也

男六千五百五十人也 女千三百五十一人也

一、焼死 百十五人也

男八十人 女二十八人

とあり,計10,282人となる.

(3)杵島郡史に基づき,佐賀領内では

死者七千人を出し内溺死者が特に多くて其数は三

千二百を算し負傷者も一万三千人とある……死傷者

は十八九人に対して一人となる理である.
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とあり,死者7,000人としている.

一方,荒川ほか（1985）の「災害」では肥前佐賀

藩,死者8,550人という数字が記述されている.この

ように佐賀藩の死者として,文書により7,000人から

10,000人位までの数字が現れる.これは一つには佐賀

藩が複合した構造の藩であることによっている.第１

図（佐賀県 1968）に示すように佐賀藩には佐賀本藩

のほか三支藩（小城,蓮池,鹿島）が存在した.これ

らの支藩は佐賀本藩の家臣ではあったが自治権を有し

ており参勤交代なども行っていた.佐賀藩と呼ぶ場

合,佐賀本藩をさす場合と支藩等を含んだ広義の佐賀

藩をさす場合があって死者数など違いの一因になって

いると思われる.その点で今回資料として新たに利用

する前代未聞実録記は明確にその区分を示して佐賀本

藩のみの被害を記述しており価値が高い.また,「佐

賀藩御蔵方・御相続方」（以下御蔵方資料とよぶ）の

資料でも,佐賀本藩を「御蔵入分」として,「小城領」

などの支藩分と区別している.なお,三支藩のほか図

に見られるように白石,川久保等大配分などと呼ばれ

る家臣団もありこれらも自治権を持っていたが,御蔵

方資料等には名前は現れずその被害は本支藩内の数と

なっているものと思われる.

これらの資料のうち,御蔵方資料（①),前代未聞

実録記及び「災害」（②),日本高潮史料（③),の死

人,怪我人などの比較を第

１表に示した.以下これら

の資料に基づき議論をすす

める.なお,前代未聞実録

記と「災害」は佐賀本藩に

ついてほとんど同じ数字

（前代未聞実録記が死者で

８人多い点のみの違いと

なっている）を示している

ため,同じ範疇とした.

これによれば,死人,怪

我人,倒家についての支藩

の数値は,御蔵方資料と日

本高潮史料でほぼ一致して

いる.一方,佐賀本藩の死

人,怪我人,倒家の数につ

いて,御蔵方資料と前代未

聞実録記の数値は大きな

違いがある.それぞれの数

値と支藩の数を合計すれ

ば,佐賀藩全体では死人

は8,200～10,600人,怪我

人8,900～11,600人,倒家

35,000～42,000軒となる.

半倒家は御蔵方資料より

21,000軒程度となってい

る.日本高潮史料には佐賀

藩が幕府へ届け出た被害集

計数が記載されていて,そ

れも第１表に示す.死人,

怪我人については,本藩の

数値として前代未聞実録記第１図 江戸時代後期の佐賀藩領分布図.
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を,支藩の数値として御蔵方資料を採用して合計した

値に近い.御蔵方資料は,元資料末尾に九月の日付が

記載されていて（第A1図参照）台風来襲後１ヶ月程

度で作成されたものである.一方,日本高潮史料に

よれば,上記③の数値は,多久美作という家老が幕府

へ出府して報告したことが記述してあることと,幕府

へ届け出たとする前述の(1)の数値がよく一致するこ

とから両者は同じものであると考えられる.届け出た

日付は旧暦十月二日（1828年11月８日）とあり,日本

高潮史料の値は後日の集計値である可能性が高い.実

際に数値は幕府届けの方が全て多くなっていることを

考えて,次節の北部九州の被害算定にはこの数値を使

用する.なお,「災害」の資料の元になった「九州路

大風雨荒廃記」は旧暦九月二十五日（1828年11月２日)

に博多から江戸へ出された通信に基づいているとされ

ている.日本高潮史料の数値とほぼ一致していること

と合わせて整合的である.

日本高潮史料には死因ごとの死者数も記載があっ

て,横死が7,901人,溺死が2,266人,焼死が115人と

なっている.すなわち約８割が横死,２割が溺死で

あったと推定される.横死の内容は不明であるが,次

に述べるように家屋の倒壊率が極めて高いことから,

建物の下敷きなどを原因とするものが多かったと推定

される.

当時の佐賀藩の人口は36～37万人と推定できる（佐

賀市 1977）ので,死亡率は２～３％,死傷率は６％

程度の高率となる.

前代未聞実録記は,広義の佐賀藩の家屋数を８万軒

あまりとしている.これを元にすると,建物の全壊率

は50％程度,全半壊率は75％程度となる.日本高潮史

第１表 シーボルト台風による佐賀藩被害.

被害種別 出展 佐賀本藩 蓮池藩 鹿島藩 小城藩 佐賀藩計

死人（単位：人)

御蔵方・御相続方：① 6,221 1,720 54 230 8225

前代未聞実録記・災害：② 8,558 (10,562)

日本高潮史料：③ 1,720 54 10282

怪我人（人）

① 5,902 2,450 108 393 8853

② 8,665 (11,616)

③ 2,700 104 11373

倒家（軒）

① 26,965 2,700 1,292 4,329 35286

② 33,490 (41,811)

③ 2,609 1,292 35364

半倒家（軒）

① 20544

② 14,565

③ 1,839 888 21057

汐下（町）
① 7962

③ 458 356 8307

① 11748

③ 560 12,552

(7901)

7901

266

2266

58

115

鍋島直正
公伝

鹿島藩御側
役所日記

1,275

440

宝暦現来集

①

③

①

③

①（皿山分)

③
焼死（人）

備考（日本高潮
史料分出展）

溺死（人）

横死（人)

汐土居切（間）

佐賀藩計列の③行は,備考にある資料による.
佐賀藩計列の②行の（ ）書きは,本藩は②を支藩は①を使用した合計.
佐賀藩計列の横死①行は全体の死者数からの算定値.
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料の中の杵島郡史には「佐賀領内において家屋の倒壊

したものは実に３万５千に上り半潰亦２万１千を数え

……戸数の被害は半数以上に上り」とある.この記述

は,前述の(3)による死傷者は18～19人に１人とあわ

せて,家屋被害率,死傷率,両方について上の推定比

率と概ね一致している.

3.2北部九州の被害

第２表に荒川ほか（1985）からの被害をまとめて示

す.これによれば,北部九州での死者,負傷者はそれ

ぞれ19,000人余,全壊家屋が76,000棟,半壊が41,000

棟となる.第２表の各藩の死者で日本高潮史料に掲載

されている死者数と1,000人以上の違いがあるなど差

が大きい藩は柳川藩と大村藩で,日本高潮史料では柳

川藩は溺
・
死
・
が268人とのみ記載され,大村藩は死者総

数が468人と記載されている.その差が何に由来する

ものかは明らかではない.他の藩については,概ね同

じ規模の死者数が日本高潮史料にも記載されており,

柳川藩,大村藩について少ない数字で見積もっても,

総数で13,000人以上の死者が生じたことは間違いない

ものと思われる.ここ100年での風水害による死者の

最大は伊勢湾台風による約5,100人であるが,その２

倍以上の死者をシーボルト台風は九州北部だけで生じ

ている.また,全半壊の建物被害については,伊勢湾

台風の場合全国で約15万棟であり,シーボルト台風の

北部九州の被害は３万棟程度小さくなっているが,全

国ではほぼ同程度の家屋被害があったと見てよいであ

ろう.

3.3高潮被害

日本高潮史料の中で顕著な高潮被害を生じたことが

記されている地域は,佐賀県から福岡県の有明海沿

岸,天草,山口県の周防灘沿岸,長崎港,博多港であ

る.上に記した溺死者数のうちどの程度が高潮による

ものかは明瞭ではないが,古文書では高潮に比して洪

水被害の記述は少ないことから多くが高潮によるもの

と思われる.古文書にある死者で多いところでは,佐

賀藩2,269人（内蓮池藩440人),長州藩500人,長崎,

大村でそれぞれ40人程度,天草で22人の数字が見え

る.

また,主に波浪害と思われるものが,平戸島北岸

（平戸藩薄香),西彼杵半島西岸（大村藩松島）など港

口が北に開いている九州北岸や西岸の港で生じたこと

が日本高潮史料で見られた.これは長崎県北部で北よ

りの風が強かったことを示している.

４.シーボルト台風の経路と通過時刻の推定

永山（1954）は「日本気象史料によって推定する

と,長崎の南西海上より長崎のすぐ西方に上陸,佐

賀・福岡・下関近傍を通って日本海に入ったものと思

われ,長崎ではかなり大きい高潮を伴った事がわか

る」と記述している.本節では,日本高潮史料やその

他の関連資料から,より詳細な台風の経路の推定を試

みる.

古文書で比較的高い精度で台風の経路を推定するの

に利用できると思われる記述に,風向の時間変化があ

る.日本高潮史料では,久留米において風向の順転（米

府年表「四時半（０時）頃より暴風起こり、初めは北

東風にて辰巳（南東）に廻り、尤烈敷」）が,門司に

おいて風向の逆転（門司叢書「亥の刻（22時）より……

巳午（南南東から南）の方より風吹きければ……風い

つしか寅卯（東北東から東）の方に吹きかわして」）

が記されている.また,佐賀の川副（東川副村西覚寺

過去帳）では,「夜九つ時より北風吹き出し、夜明ま

でに西に方向転ず」とあり,夜九つが夜中の１時前後

で夜明までに時間があることから,この記述も順転を

示していると考えて良いであろう.

前代未聞実録記には,「八月九日夜九つ時より、九

州国々北東の風吹出し、……夫より段々と風は辰巳

（南東）へ廻り、強く吹きける。……猶も風厳しくな

り、未申（南西）へ廻りて吹きたて……」とある.著

者は佐賀本庄（現在,佐賀市本庄町）に居ることから,

佐賀では風向は順転となりその北部を台風が通過した

ことと考えられる.更に福岡県災異誌（福岡測候所

第２表 シーボルト台風による北部九州の被害.

死人 10,282 3,107 45 3,000 208 2,353 53 65 19,113

怪我人 11,373 1,059 103 1,800 563 3,420 107 200 18,625

倒家 35,364 3,000 2,780 2,630 10,078 22,018 318 76,188

半倒家 21,057 1,720 1,049 17,132 412 41,370

計長府藩小倉藩福岡藩久留米藩柳川藩長崎大村藩佐賀藩
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1936）によれば秋月藩士平田孫右衛門の著書「望春随

筆」には「九日夜九つ頃より大風、雨も烈しく降り、

初め北風暫らくして南風となり、後には西に変り」と

あって福岡県秋月でも順転であったころがわかる.

よってシーボルト台風は佐賀,久留米,秋月の北部を

進み,門司の南を通過したと考えるのが妥当である.

三日月町史（三日月町 1985）によれば,小城鍋島

文庫「日記目録」に「今夜四ツ（十時）時頃より東風

吹き出し、八ツ（午前二時）時分より南風に相成り、

以ての外の大風にて」とあり,小城で風向は順転で

あったと推定される.また,台風通過時に有田皿山で

大火が起きているが,そのときの状況を佐賀県大百科

事典（池田 1983）には「吹きすさぶ北東風が岩谷川

内の素焼窯を吹き飛ばして大火となり」と記述されて

いて,有田の南を台風が通過したと考えられる.

一方,長崎県五島列島の小値賀,壱岐ではほとんど

被害がなく平戸でも被害が軽かったことが記されてい

る（甲子夜話続篇 後注１).よって台風中心の経路

は平戸よりも南であると思われる.また長崎での卓越

した風向が南東であること,長崎で係留されていた唐

船やオランダ船が出島側から稲佐山側へ流されたこと

などから,長崎の北側を通過したと考えることが適当

である.また日本高潮史料

にはないが,甲子夜話続篇

の台風後の平戸藩士の見聞

録に被害について「大村城

下手前より長崎の方は、別

而強く相見申候」という表

記もあり,大村の北側を台

風中心が通過したと考える

ことを支持している.

山口県について,「取分

一の坂より沖目がけて大変

山口審判損し家棟数500軒

余り。小郡審判1500余軒

……三田尻（防府）審判

2670余軒」,「一坂より萩へ

懸け候次第に軽く南辺之大

風変……」とある.「一の

坂」は山口市に現在もある

地名でそれより東側,周防

灘側の被害がひどく,西に

向かって軽くなったことが

わかる.すなわち,宇部の

西,山口市の北を台風の中心が通過したと考えるのが

妥当であろう.

これらを総合し台風は直進したという仮定をおいて

シーボルト台風の経路を推定すると,第２図のように

なる.

なお,日本高潮史料にはシーボルト台風についての

全国的な被害の記述も含まれている.例えば「此具風

は斜めに北陸奥州までも吹きすさんだもので……其の

損害高我が肥前の31万石を筆頭に加賀の78万石仙台の

43万石肥後の37万石久留米の37万石阿州（徳島）の17

万石長州の13万石芸州の12万石と見ゆ」とある.これ

によれば,山口県を通過した後,石川県の西を通過し

て新潟から秋田で再上陸して東北地方を縦断したと考

えると概ね被害と整合するようである.

台風の通過時刻について,シーボルトの手紙の記述

「夜半12時頃から翌５時頃まで吹きすさみしが」（永山

1954）や門司和布刈神社の記録「子の刻（０時）頃よ

り頻りに吹きほえて丑寅の刻（２時から４時）猶烈し

く」とあるので,北部九州を通過したのは９月17日深

夜から18日明け方にかけてと推定される.

久留米の記録で「七つ時頃（４時30分頃）南西通

り、」とあり,ほぼ同時刻に山口（萩）の記録で「七

第２図 シーボルト台風の北部九州の経路（1828年９月18日).●は古文書
の記述による風向の順転地点.○は反転地点.細線は台風第9119号
の経路(1991年９月27日).経路上の数値は台風中心の通過時刻を示
す.
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つ半（５時30分頃）過東風烈しく」とあるので,台風

の中心は５時ころには両地点の中間,周防灘付近に

あったと思われる.

シーボルトの記述から長崎で０時には暴風が吹き始

めていたことや梶（1996）が引用したオランダ商館長

メイランの９月17日の日記には「その夜の２時頃悪天

候は最高潮に達し」とあることから長崎での台風の最

接近時刻は19日の２時頃と推定される.第２図からこ

れは概ね台風の上陸時刻と考えられる.

長崎西彼杵半島の上陸想定地点から門司周辺までの

距離はおおよそ160kmであるので,北部九州での台

風の進行速度は55km/hと算定される.広島では「十

日、暁風雨烈しく、寅刻（４時）より東南の大暴風と

なり……中ごろ風勢愈猛烈、具風に変じ」,とあって,

概ね台風の通過時刻と整合しているように思われる.

５.シーボルト台風の勢力（最低気圧,最大風速）

の推定

永山（1954）はシーボルトの1829年２月20日付の手

紙から,「気象機械を階上にすえ置きしが、その倒壊

する少し前に次の観測を終わりて、器械を階下の避難

所に移すを得たり。気圧計28インチ１（951.6hPa）、

寒暖計77°F、Saussure製の湿度計97％南東の台風、

しかるに前日朝は気圧計29インチ73、寒暖計76°F、湿

度計89％、東の微風」を引用している.

財城ほか（2002）及びK on n e nほか（2003）は

シーボルトの記録と近年の長崎での観測データとの比

較から,この期間のシーボルトの観測値には７hPa

の負のバイアスがあると推定した.この補正をすると

長崎出島でのシーボルトの観測値は約959hPaとな

る.一方,観測値が長崎での最低気圧かどうかは不明

であり,シーボルトの日記からは気圧観測を行ったと

きの風向が南東と推定できること,台風が長崎の北を

通過したと考えられることなどから,シーボルトの観

測のあとに気圧は最低となったと考えることが合理的

と思われる.9119号台風接近時の長崎での観測では,

風向が南東になった後１時間後に最低気圧を観測して

おり,風向が南東のときの風速は６m/s程度であっ

た.シーボルト台風でも同様の状況であったとし出島

が長崎湾の東岸にあることも考えにいれると,最低気

圧の１時間前にはまだ観測は可能であったと思われ

る.よってシーボルトの観測は最低気圧により近く30

分前であったと仮定する.下で示すように台風の再接

近時刻を２時とすればシーボルトの気圧観測時刻は１

時半となる.台風9119号時の気圧変化（3hPa/10分）

から30分間の気圧降下を考慮して長崎の最低気圧を

950hPaと考える.

過去70年に日本南岸での緯度帯で観測された台風の

最低中心気圧が室戸台風の911.6hPaであること,上

で推定した台風経路から950hPaより極端には小さく

はないと考えると,シーボルト台風の九州西部上陸時

の中心気圧は,910hPaから940hPaの間であったと

考えて無理はないと思われる.伊勢湾台風上陸時の中

心付近の最大気圧勾配は0.5hPa/km程度であり（気

象庁 1961 1.2.3図),第２図から長崎県西海市大瀬

戸町付近に台風が上陸したと仮定すると上陸地点は出

島から約30km離れている.よってシーボルト台風の

中心気圧は15hPa程度長崎よりも低かったと考えら

れ,935hPaと推定する.

次に最大風速を推定する.建物の損壊率は最大風速

との対応がよい（高橋 1962；石崎ほか 1970；光田・

藤井 1996）ことから過去の台風による建物損壊率と

の比較から最大風速を推定する.

第３表に日本の過去の顕著な台風の記録を示す.上

で推定したように,佐賀藩での建物の全壊率は50％程

度,全半壊率は75％程度である.過去の顕著な台風に

ついてみてみると,上陸直前の中心気圧が929hPaの

伊勢湾台風（最大風速大王岬50m/s）で愛知県幡豆で

は全半壊48.6％,全壊10.17％となっており,第２室

戸台風（室戸岬西南西の風66.7m/s,表からは割愛）

では和歌山県の御坊で全壊率4.0％,新潟県の三島郡

で全半壊率が30.8％となっている.シーボルト台風に

近い高い被害率をもたらした台風に1966年の第２宮古

島台風がある.この台風は宮古島において,４つの旧

市町村で10％から35％の全壊率を,また38％から90％

の全半壊率を与え甚大な被害を生じた.特に上野村で

は全壊率35.1％,全半壊率90.1％の高率になっている.

台風の通過時に宮古島では,最低気圧928.9hPa,最

大風速が60.8m/sを観測している.最大風速と損壊

率の関係性が良いこと及び伊勢湾台風と第２宮古島台

風での家屋損壊率の大きさを考慮すると,シーボルト

台風の最大風速は55m/s前後であったものと思われる.

なお,江戸時代の建物と20世紀のものの強度を同一

に扱えるかは懸念されるところであるが,阪神大震災

時に神戸市東灘区西部で倒壊ないし大破した木造建築

物2,000戸を調査した結果（http://www.ads-net-

w o r k.c o.j p/c h u u k o-r e f o r m/t a i s h i n-r e f o r m-01.

htm）によれば,1985年以前に建築したものに被害が
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多く,特に年代別に見た場合,1974年以前は1948年以

前のものとその被害率がほとんど変わらないことが示

されている.これは木造建築については近年の耐震基

準適用以前の建物の強度に大きな違いはないことを示

唆していると考えられる.

６.高潮の推定

6.1天文潮の推定

台風が九州北部を通過した日付は旧暦八月九日から

十日であるので,月齢は８から９であったと推定され

る.天文計算に基づく1828年９月17日の正午月齢は

7.8となり上弦の月で小潮の時期にあたっている.具

体的にこの日の天文潮位を海上保安庁第７管区海上保

安本部のホームページ（http://www1.kaiho.mlit.go.

jp/KAN7/tyoseki/hyo-a.htm）で算定した結果を第

３図に示した.北部九州から山口県をシーボルト台風

が通過した時刻は２～５時と推定されるので,周防灘

を除けばほぼ満潮時刻にあたっている.このため高潮

被害も大きかったものと思われる.大潮時であれば更

に激甚な災害を生じたものと思われる.

6.2数値モデルによる高潮の再現

前節の台風諸元をもとに台風の気圧と風のモデルを

作成し,九州北部から山口県の高潮計算を行った.計

算方法は小西（2009）によっている.計算に使用した

高潮モデルは準線形の２次元数値力学モデルで,気圧

と風を外力として潮位偏差の時間変化を算定する.格

子間隔は緯度,経度とも１分としている.気圧分布は

藤田の式を,風速には宮崎による傾度風と台風の移動

速度の合成式を使用している.台風の形状を決めるパ

ラメータrは長崎での計算気圧がシーボルトの観測

値に一致するように定めた.また傾度風や台風の移動

速度にかける係数は最大風速を概ね55m/s程度にな

るよう定めた.使用したパラメータの値を第４表に,

長崎での気圧計算値とシーボルトの観測値の比較を第

第３表 日本の顕著な台風の諸元.

台風 単位 伊勢湾台風 第２宮古島台風 9119台風
シーボル
ト台風

備考

年月日 1959.9.26 1966.9.5 1991.9.27 1828.917

上陸時中心気圧
（直前)

hPa 929
928.9

（宮古島)
940 935

出典の表記がないもの
は気象庁ホームページ

最大平均風速 m/s  S 45.4
（伊良湖)＊

NE 60.8
（宮古島)

SSE 49.7
（野母崎)

55 ＊大王岬50m/s

最大瞬間風速 m/s  S 55.3
（伊良湖)

NE 85.3
（宮古島)

SW 60.9
（阿蘇)

－

上陸前後の
速度

km/h  NNE 77 WSW 5 NE 66 NE 55

高潮 m 3.5 0.4 3.6 4.5 潮位表 小西(2009)

全壊率
（地点,全壊戸数)

％
10.17

（愛知県
幡豆,1076棟)

35.1
（宮古島

上野村,288棟)

0.16
（福岡県三潴
（みすま)郡)

50
（佐賀藩)

100棟を超えるもの
9119は棟数不明

全半壊率
（地点,全半壊戸

数)
％

48.6
（愛知県

幡豆,5184棟)

90.1
（宮古島

上野村,740棟)

5.61
（福岡県三潴郡)

75
（佐賀藩)

100棟を超えるもの
9119は棟数不明

建物被害出典 石崎ほか(1961) 石崎ほか(1968) 林(1992)

死者・行方不明者 人 5,098 0 61 19,000

第３図 シーボルト台風通過時（９月17日12時～
18日12時）の天文潮（博多,若津,徳
山).
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４図に示す.

第５図に北部九州から山口県南西部の潮位偏差分布

を示す.大分県の沿岸を除く全域で高い偏差になって

いることがわかる.特に大きいのは有明海,周防灘,

博多湾である.有明海では台風のコースから類推でき

るように,北東部の筑後川河口周辺で特に高くなって

いて,次節でみるように4.5mを超えている.また,

周防灘沿岸では４m,福岡湾でも3.5m以上の潮位偏

差になっている.有明海,周防灘は南よりの風による

ものであるが,一方,博多湾は台風進路北側の西風に

よって上昇している.

第６図には特に潮位偏差の大きかった海域の港湾,

若津,徳山,博多について潮位偏差及び潮位の時系列

を示す.各地の天文潮は前節の推算値を使用してい

る.なお,潮位は平均水面基準で示している.

(1)若津

若津では最大偏差が5.1mで潮位は小潮の満潮時刻

に一致して平均水面上6.3mまで及んでいる.有明海

内の副振動の影響でダブルピークとなっていて長時間

にわたり高い潮位が続いている.最大偏差を迎えた時

刻は４時頃で,台風の最接近時刻（３時）から１時間

程度遅れている.風速が最も強い時刻は４時で,西南

西の風51m/sとなっている.

(2)徳山

徳山では満潮時刻を過ぎ

天文潮が平均水面の頃の６

時20分に高潮のピークを迎

えていて,偏差4.1m,潮

位3.7mとなっている.台

風最接近時刻は６時頃,最

大風速の時刻は６時40分,

西南西の風52m/sとなっ

ていて,潮位偏差の要因は

周防灘へ面した海岸への風

の吹寄せと推定される.

(3)博多

博多は満潮時刻にピーク

が一致していて,最大潮位

偏差が４時40分3.3m,潮

位は3.8mとなっている.

台風の再接近時刻が３時50

分頃となり,最大偏差の時

刻は約50分遅れている.博

多での最大風速は４時40分

第４表 高潮数値計算パラメータ諸元.

中心気圧 935hPa
 

r 35 km

進行速度 55km/h
 

C1,C2 0.9,0.85

吹き込み角 40°

数値パラメータ

第４図 長崎出島での気圧時系列.■はシーボル
トによる観測値.☆は推定最低気圧.実
線は第４表の諸元に基づくシミュレー
ションモデル気圧値.点線は台風第9119
号の値を示す.最低気圧起時をシーボル
ト台風と一致させた.

第５図 シーボルト台風による計算潮位偏差（単位：m,等値線は0.2m間
隔).実線は台風経路.
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に西の風,47m/sとなっていて,福岡湾の湾奥へ吹

き込む方向の暴風が吹いている.

また周期が２時間20分程度の福岡湾内の顕著な副振

動が現れている.この周期の振動は台風9119号時にも

観測されたもので,小田巻ほか（1993）は福岡湾の基

本振動に対応するものとしている.

6.3数値計算結果と古文書に見られる高潮被害の比

較

古文書からわかる高潮害に関する情報は,高潮によ

る被害の記述,溺死者の数のほか「汐下田畑」とある

浸水面積,「汐土居」（海岸堤防と解釈する）の「切

渡」（破壊）の長さ,一部地域での高潮による浸水の

高さに関する記録等である.本節では,これらの情報

と数値計算結果を比較する.第７図には,古文書に顕

著な高潮害の記述のある有明海,福岡湾周辺地点の位

置を示す.地点には,今後の参考のため国土地理院地

形図から推定した以下に示す浸水地点周辺の標高を併

記する.

(1)有明海

数値計算結果では有明海全域で２m以上の潮位偏

差となり,特に佐賀藩の干拓地沿岸で３m,その東部

から筑後川河口周辺で４mを超える偏差となってい

る.潮位は筑後川河口で標高５から６m前後,六角

川河口で４m程度の高さに及んだと思われる.

古文書には浸水の規模が推定できるデータとして,

田畑の浸水面積の記載が残っている.佐賀藩では

「8308町（約8240h a～82.4k m）汐下」となってい

る.また「汐土居切」（防潮堤が破壊された）距離が

12552間とあり,総延長が23kmとなる.総堤防距離

の８割が壊されたと仮定し,浸水はその後面陸地全面

にわたったとして,これを浸水海岸距離とすれば約

30kmとなる.平均で2.7km程度海岸から内陸へ高潮

で浸水を生じた（以下「浸水距離」とよぶ）ことにな

る.鹿島藩については,汐下面積が356町（約3.5km)

汐土居切の長さが560間（１km）となっていて,浸水

距離は2.8km程度となる.これらから平均で３km程

度海岸から内陸へ浸水を生じたと推定しても良いであ

ろう.

南部長恒著の疏導要書（後注２）には東与賀町大野

に築かれていた石垣がこの台風によって破壊されたこ

とが記述されている.大野（海抜約２m）は現海岸堤

防から約2.8km,江戸時代末の堤防位置（海抜約1.3m)

から約1.7kmのところにある.高潮はこれを超えて

進んだと考えられる.また日本高潮史料の中に,現佐

賀市川副町舟津では「大潮満、土井切れて倒家死人夥

し。……八月九日夜舟津土居外松右衛門、儀助兄弟家

内四人高潮のため流失横死す。」という記述が残って

いる.舟津は現八田江河口から５km程度上流へ遡っ

たところにある河港である.地盤高としては2.0から

2.5mの地点と思われる.東側の筑後川河口で早津江

川と筑後川に囲まれた三角州上の大詫間（おおだく

ま）村は「蕩尽し為に溺死多し」と記されている.こ

の村は南北が約３～４km,東西１～２kmで,標高

第６図 各地の計算潮位変化.(a)：若津,
(b)：徳山,(c)：博多.

(a)

(b)

(c)

24

1828年シーボルト台風（子年の大風）と高潮

〝天気"57.6.

392



は概ね２m高いところで2.4m程度となっている.久

留米藩の記録では,「同夜若津辺は高汐にて、破損潰

家多し」とあり,大詫間よりさらに筑後川の上流にあ

たる地域でも浸水被害が起きている.総合すると,有

明海東部では標高２mを超えて海岸からの距離では

３km前後まで浸水は及んだと考えられる.

有明海の西部では福富町誌（福富町 1992）に「文

政十一年戌子八月九日の大台風で……中でも葭車（よ

しぐるま）の堤防決壊は最も甚大でその切渡は実に八

十余間であった.奔流は六府方（ろっぷかた）一円を

呑み,民家を奪い去り,その惨状は実に目も当てられ

ないほどであった」とある.六府方は現白石町六府方

で海抜は概ね２m程度である.有明海奥の西部で

は,２m内外の標高で高潮は止まったのではないか

と推定される.

佐賀藩の浸水面積,8308町（8240ha）は,江戸時

代に行われた全干拓面積に相当もしくは超える大きさ

である.例えば有明海・八代海総合調査評価委員会報

告書（環境省 2006）では「有明海のうち佐賀平野沖

や白石平野沖の干拓面積は,江戸時代5928ha」とあ

る.また,小池（1987）では「佐賀県における干拓面

積は6400ha」としている.野間（1985）は,古記録

や現地調査から過去の干拓の歴史を調査し江戸時代の

干拓領域を推定しているが,江戸時代初期の干拓前線

は概ね標高に平行でTP上２mから2.5m未満のあた

りにあって,これからも高潮による浸水はTP2mを

超えるあたりまで及んだのではないかと思われる.

(2)周防灘

周防灘の沿岸では全ての沿岸で２mの潮位偏差以

上となり,関門海峡付近と光市以東を除いて３m以

上となっている.現在の推定では満潮時刻を過ぎて台

風は来襲したと考えられるが,潮位偏差が大きいこと

から標高３m程度まで及んだものと考えられる.

この海域での古文書の記述は定性的なものが多く,

浸水範囲や浸水高を推定できるものは見つかっていな

い.日本高潮史料に筑前福岡からの書状として「下の

関海辺不残打潰、掛り船も多分破損仕、凡溺死人五百

人余と相見得申候、下の関にては死人五百七人迄相知

候得共、追々浪打上り、又は砂に埋り居なども有之、

数未相分、扨々此度之死人、誠に歎ヶ敷事にて、眼も

当てられぬ事に御座候、」,また萩藩の記述に「海辺は

高潮にて別而痛所多し……下関別而海端家高潮にて痛

家夥敷懸り船不残損す。」とある.

(3)福岡湾

以下に詳述するように子年の大風による高潮の特徴

の一つとして,福岡湾での高潮災害が上げられる.高

潮シミュレーションの結果によれば,潮位偏差は３m

を超えており満潮時刻と台風の来襲が一致したので潮

位は標高４m近くに及んだものと思われる.なお,

福岡湾でも東側の湾奥が特に高い偏差となっている.

この計算結果に符合するように,前項で引用した日

本高潮史料にある筑前福岡からの書状には,福岡湾沿

岸での被害が詳しく記述されている.次に引用する.

一、風雨強く西誠人町不残吹倒家と成、……大汐此

町へ上り申候

一、奈多浜辺は大汐故、和田之方へ迯行、潰家過半

吹崩汐崩、香椎の本迄汐満、志賀周辺は山の上

迄汐吹上、崩所多、博多新町辺は腰の上迄汐

上、一本木の下迄汐満上り申し候、

一、小鳥森の裏川筋に蛸上り死居申候、……

一、此度は誠之大変に御座候、汐は向之浜之上、灘

の白浜大丘山辺の山打越、西の方永取山に汐上

第７図 古文書に記述のある高潮害の生じた地
点.(a)：有明海,(b)：福岡湾.(）
で示す数値は当該地点の概略の標高.

(a)

(b)
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り、東香椎鳥井辺名島鳥井に上り、野川之川筋

井手辺汐行申候、

記述の中には,奈多,香椎,志賀など現在にも残る

地名が現れる.和田という地名も出てくるが奈多の東

には和白という地名があり似通っていて転記誤りの可

能性を感じさせる.また,「香椎の本迄汐満」を香椎

神社とすると現在の海岸線より１km以上浸水したこ

とになる.この他高さが推定できる記録として「一本

木の下迄汐満上り申し候」に注目すると現一本木公園

の近くには標高４mの水準点がある.また平尾三丁

目には2.4mの水準点があり,この辺の標高は３m内

外であり,高潮は標高３m程度まで及んだ可能性が

ある.ここは福岡湾の南岸にあたっており,東岸だけ

でなく広範囲に浸水被害が及んだことがわかる.

博多新町という地名は現在残っていないが,付録B

に記すように現在の博多区大博町から下呉服町周辺と

推定され,近辺の水準点標高より浸水高は３m弱程

度まで及んだと推定される.

なお,西誠人町については当時の古地図によれば福

岡湾岸に西職人町,東職人町という名前が残っており

誤記,または誤読による転記誤りの可能性もある.

７.議論

(1)推定した台風経路の妥

当性について

ここではシーボルト台風

による高潮害を類似した経

路と勢力をもっていたと考

えられる1991年の台風9119

号による高潮と比較するこ

とで,シーボルト台風の推

定経路の妥当性について考

える.

第２図に台風9119号の九

州北部での経路を示すが,

9119号が幾分北偏して進行

しているほかは推定した

シーボルト台風の経路とよ

く似ている.

台風9119号による九州北

部から周防灘で観測された

潮位偏差を第８図に示す

（小田巻ほか 1993；小西

1995；小西 2009).筑後川

河口の若津で3.6m,周防灘の小野田3.1m,福岡湾の

博多1.7mの大きな潮位偏差を起こしている.若津の

3.6mは伊勢湾台風による名古屋の記録（潮位偏差

3.5m）を超えて潮位記録史上最大と思われる.ま

た,博多では最大偏差時刻が干潮に近かったにも関わ

らず大きな潮位偏差のため既往最高潮位を記録し,現

在でもそれが博多の最高潮位となっている.

この図をシーボルト台風の第５図の計算結果と比べ

ると,有明海,周防灘,福岡湾で大きな潮位偏差と

なっていることなど,その偏差分布の特徴が良く似て

いることがわかる.実際にシーボルト台風で当該港湾

域で顕著な高潮害が生じたことは前節で見たとおりで

ある.このことから,シーボルト台風の経路等の推定

が概ね妥当であることがわかる.またシーボルト台風

の推定コースや台風9119号の経路は,これらの港湾に

対して高潮災害について極めて危険な経路であること

がわかる.

(2)台風強度の推定誤差について

上で行った台風の中心気圧の推定について,誤差を

もたらす要因はいくつか存在するが,このうち大きな

影響を及ぼす中心付近の気圧勾配について,議論する.

上の推定では長崎と台風中心の間の気圧勾配として

伊勢湾台風の上陸時のものを使用したが,同様に過去

第８図 台風9119号通過時に観測された潮位偏差（単位：m).円の大きさ
は偏差の大きさに比例している.実線は台風9119号の経路.
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に大きな災害をもたらした台風として室戸台風と9119

号台風を考える.それぞれ上陸時に気象観測点,室戸

岬と佐世保のすぐ近傍を通過した.これらの地点で観

測された気圧の時間変化と台風中心の移動速度から

（中央気象台 1935；藤井 1992）中心付近の気圧勾配

を推定した.その結果,室戸台風では0.9～1.0hPa/

km,9119号台風の場合0.2～0.3hPa/kmとなった.

台風中心の上陸位置と長崎は30km程度離れているこ

とから,これは６～30hPaの気圧差に相当し長崎の

最低気圧を950hPaとしたとき,シーボルト台風の中

心気圧は920～944hPaの幅に入る.上記の伊勢湾台

風の推定はこの幅の中のほぼ中央値を使用したことに

相当する.

過去に大災害をもたらした台風での最大風速につい

ては,第３表に示したものの他,室戸岬において室戸

台風で西の風45.0m/s（20分平均）が,第二室戸台風

で西南西の風66.7m/sが観測されている.室戸台風

時の観測結果は20分平均であること,第二室戸台風時

の観測値は地上41.7m（海面上181.2m）で観測され

ているため,他の地点の観測値と同様には扱えない.

その他の台風による最大風速の観測値は第３表の通り

50～60m/sとなっていて,上で推定した値はこの幅

の中央値となっている.

８.まとめ

古文書記録などをもとにシーボルト台風による被害,

台風経路,勢力,高潮の大きさを推定した.その結果,

(1)シーボルト台風による佐賀藩の被害は,死者数が

8,200～10,600人（80％横死,20％溺死),負傷者が

8,900～11,600人,全壊家屋が35,000～42,000軒,

半壊家屋が21,000軒程度である.佐賀藩の人口を36

～37万人とすると死亡率は２～３％となる.また家

屋数を８万軒とすると,建物の全壊率は約50％,全

半壊率は75％程度となる.

(2)北部九州の被害は,死者数が13,000～19,000人,

全半壊家屋が120,000軒以上である.

(3)台風は長崎県の西彼杵半島に上陸し佐賀市北部を

通って北部九州を縦断し周防灘から山口県へ再上陸

したものと思われる.中心気圧は935hPa程度,最

大風速は55m/s程度と考えられる.

(4)顕著な高潮被害は有明海,周防灘,福岡湾等で生

じている.上記の台風勢力の推定を基にした数値シ

ミュレーションによれば,それぞれ4.5m,3.5m,

３mを超える潮位偏差となり,古文書による被害

地域とよく一致する.

(5)シーボルト台風の高潮害の特徴は,類似の経路,

勢力で九州北部を通過した台風9119号で観測された

高潮とよく一致しており,台風の経路推定が妥当で

あることを示すとともにこのコースが九州北部につ

いて極めて危険であることがわかった.

後注１：松浦清山（1821-1841）による.参考にした

文献は甲子夜話続篇２（中村幸彦・中野三敏校訂,

東洋文庫364,平凡社,115-116）である.

後注２：南部長恒（1834）による.参考にした文献は

疏導要書（1991発行影写本,坤,鍋島報效会,佐賀

県立図書館所蔵,24-25）である.
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付録A：佐賀藩御蔵方・御相続方の古文書

第A1図 佐賀藩御蔵方・御相続方資料.(a)と(a1)はそれぞれ同文書の表題部分と解読文を示す.同じく
(b)と(b1)は中ほどにある怪我人,死人の部分.(b1)は一部割愛している.(c)と(c1)は同文書の
最後の部分を示す.

(a)

(b)

(c)

(a1)

(c1)(b1)

29

1828年シーボルト台風（子年の大風）と高潮 397



付録B：古文書に記載された福岡湾周辺の地名につい

て

本文に述べた地点のうち,「博多新町」は古地図,

現在の地図でもその地名が見つかっていないが,「博

多」は那珂川の東部を指し,更にこの地域には「新町

流」などの名前が博多祇園山笠などに残っている.ま

た立石（1992）には「其夜高潮ニヨリ博多大浜・新町

抔ハ町中カ潮ニ而腰ニ深し」（応年録）とある.「新町

流」の地域にも含まれる現在博多区の「下呉服町」と

「大博町」は昭和40年代ごろまでは大浜地区と呼ばれ

ていたことから,これらの浸水の記述はこの地区を示

していると考えられる.国土地理院発行の地形図には

大博町近傍に標高２mの水準点が表記されており,

博多新町がこの地域の一角をさすとすると浸水した地

域の潮位は３m弱であった可能性が高いと考えられる.

また,小鳥森は現在の福岡市南公園の北側,桜坂周

辺と推定される.同地形図によれば,中洲の北西端に

3.4mの標高の水準点が,また桜坂の東西には３mと

４mの水準点が記載されている.これらからも高潮

の最高潮位は３m内外に及んだ可能性が高い.

( )

( ：

- -

- - )

( ； )
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